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3.新規制基準に対応した設計地下水位の設定方針

(A)解析モデル作成(1/2)

３-２表 解析モデルの概要

地下水位の評価においては,敷地 取 囲 分水嶺   解析範囲   三次元地形    作成      ，計算機能力 踏  て
適切に地下水位を評価するため，それぞれのエリアで解析モデルを作成した（３-２表，３-２図）(解析ソフト: Dtransu-3D・EL,バー
ジョン：ver.2af90MP) 。
なお，両モデルの境界において，重なる部分における地下水位は概ね一致することを確認している。

※耐震裕度向上等 目的 実施  地盤改良等 ，難透水層としてモデル化する。

３-２図 解析モデルの概要

項目 内容

モデル化範囲等 ・敷地 取 囲 分水嶺   対象範囲   。
・対象領域内 構造物※をモデル化し，敷地造成時における掘削・埋戻しを反映する。

山側

海側
１，２号炉エリア 解析モデル ３号炉エリア 解析モデル

凡例

分水嶺 分水嶺
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（Ａ）解析モデル作成

（Ｃ）地下水位が上昇した
場合の影響確認

（Ｆ）設計地下水位の設定

END

（D）構造成立性検討用の
地下水位設定

（Ｅ）地下水位低下設備の考慮
（信頼性が確保された範囲）

（Ｂ）再現解析による検証

（Ｇ）観測による検証
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3.新規制基準に対応した設計地下水位の設定方針

(A)解析モデル作成(2/2)

３-３図 主要建物周辺における構造物等のモデル化方針

１，２号炉主要建物周辺における構造物等のモデル化方針について，３-３図に示す。
原子炉建物等の主要建物については，揚圧力影響 検証     不透水層   設定する。
主要建物周辺の地下水流 影響 及   考    長大 構造物等     ，実際 地下水流 模擬    ，
難透水層（1.0×10-5(cm/s)）として設定した。

名称

不
透
水
層
と
し
て
モ
デ
ル
化

２号原子炉建物

２号炉タービン建物

２号炉廃棄物処理建物

制御室建物

１号原子炉建物

１号炉タービン建物

１号炉廃棄物処理建物

難
透
水
層
と
し
て
モ
デ
ル
化

２号炉排気筒基礎

２号炉取水槽

２号炉放水槽

２号炉CSTタンク基礎等

２号炉フィルタ付ベント設備格納槽他

１号炉排気筒基礎

１号炉取水槽

防波壁

２号炉ジブクレーン基礎※

２号炉取水槽周 止水壁 土留壁※

２号炉南側土留壁※

集水管・接続枡

凡例

難透水層としてモデル化した範囲

不透水層      化  範囲

サブドレーンピット
サブドレーン

※２号炉建設時の工事用仮設構造物

２号炉
タービン建物

２号炉
廃棄物
処理建物

２号原子炉建物

２号炉排気筒基礎

２号炉放水槽

２号炉
ジブクレーン基礎

２号炉
CSTタンク基礎等

２号炉フィルタ付ベント
設備格納槽他

制御室
建物

1号炉タービン建物

１号原子炉建物

１号炉廃棄物処理建物

２号炉
取水槽

１号炉排気筒基礎

１号炉
取水槽

２号炉南側土留壁

２号取水槽周り
止水壁 土留 壁

防波壁
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3.新規制基準に対応した設計地下水位の設定方針

(C)地下水位が上昇した場合の影響確認(5/9)
設置許可段階の構造成立性 確認 行  当たり，地下水位低下設備（既設）が機能しない状態が継続した場合の定常
的な地下水位分布を予測する浸透流解析 実施   
構造成立性確認    予測解析では, 再現解析で妥当性を確認した解析モデルに対して，以下に示す保守性を確保する
方針とする。なお，これらの保守性については，詳細設計段階における予測解析においても考慮する方針とする。

 降雨条件→年間降水量   2,400mmを設定（詳細     添付資料１参照）
島根原子力発電所  地下水位観測期間    平均年間降水量 約1,540mmであり，気象庁松江地方気象台に   年間降
水量(1941 2018年)の平均値は約1,880mmである。
浸透流解析    降水量 設定条件として，上記松江地方気象台に   年間降水量      考慮  値（平均値+1σ）に，
今後 気候変動予測   降水量 変化※を加味 ，降水量 設定  。３-８図 解析用降雨条件 観測降雨条件      境界
地点での水位分布を示す。
・地下水位低下設備（既設）の機能に期待しない（詳細     添付資料２参照）
ドレーンは砕石及 土砂 流入  集水機能 低下  状態，揚水    稼働   状態  ，揚水経路    。
※ 気象庁 環境省  日本国内    気候変動 不確実性 考慮  結果    」より

３-８図 保守的な降雨条件 設定例
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3.新規制基準に対応した設計地下水位の設定方針

(C)地下水位が上昇した場合の影響確認(6/9)

３-９図 地下水位低下設備（既設）が機能しない場合の地下水位分布算定結果

地下水位低下設備（既設）が機能しない状態が継続した場合の定常的な地下水位分布を予測  浸透流解析 結果を３-９図に示す。
防波壁周辺 地盤改良   敷地内  海側  排水経路 遮断       ，敷地内 流入  地下水 滞留 ，  結果，地下水
位が上昇する。

１，２号炉エリア
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510
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添付資料1

敷地の水文環境

敷地 ，北側 海 面 ，  他 山地 囲     。敷地の地形は，添付１-１図及び添付１-２図に示すと
おり，沿岸低山地と後背山地に大別され，沿岸低山地は標高約80m以下の山地で，緩慢な山頂面から海に急傾
斜している。また，後背山地は標高約80 160mの山地で，開折谷が発達しており，中央が扇状に大きく広がって
いる。
山側 降  雨 ，蒸発散分 除 ，表面水   敷地 流入     盛土 岩盤内 浸透 地下水   敷地
 流入     分   。
表面水 排水路 通  海 排水される。
また，地下水は主要建物周辺に設置した地下水位低下設備（既設）に  集水後，排水路 排水    

添付１-１図 発電所周辺の分水嶺等の分布状況 添付１-２図 発電所周辺 主 地表水 流 

分水嶺

島根原子力発電所周辺 空中写真
出典：国土地理院（2009年撮影）
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添付資料1

敷地の水文環境
地下水位の設定に係る浸透流解析    ，敷地 地下水位 影響 与  降雨条件    ，保守的 評価     検討   
降雨条件     ，島根原子力発電所が位置する島根県松江市の気象庁松江地方気象台の過去78年間（1941 2018年） 年
間降水量 記録 基  ，年間降水量 平均値及      考慮   
この期間に   年間降水量 平均値 ，1,880mm/年   ，    を考慮した値（平均値+1σ）は2,163mm/年    
  ，気象庁 環境省    今後の気候変動予測 関  分析    ，西日本日本海側において，地球温暖化が深刻に進展したシナリ
オでは，将来的に（2080 2100年）年間降水量 約130mm/年増加  可能性      報告      
上記 踏  ，地下水位 設定 係 浸透流解析 実施   当    ，降雨条件   ，2,400mm/年 用 ，定常的 与    
とする。

(mm/年)

降水量
（mm/年)

（参考）島根原子力発電所    
年間降水量 1,540

松江地方気象台における
年間降水量 平均値 1,880

標準偏差 283
平均値+1σ 2,163
将来的 増加量 130

気候変動予測    降水量 
増加量 加味  解析用降水量 2,400

添付１-１表 浸透流解析 用  降雨条件 考 方

添付１-３図 松江市 年間降水量 正規分布

松江地方気象台    年間降水量 平均値
（観測期間：1941 2018年）

平均値+1σ

気候変動予測    降水量の
増加量 加味  解析用降水量

島根原子力発電所    年間降水量
（観測期間：2016.4 2018.8）

1,880mm/年

1,540mm/年

2,163mm/年

2,400mm/年

確率密度

第850回審査会合
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添付資料3 建設時工認段階 浸透流解析結果

（参考）解析条件（透水係数）
今回，浸透流解析 実施      ，透水試験等に基づき地盤の透水係数を設定している（詳細については添付
資料10参照）。
再現解析結果から，透水係数を含めた解析モデル全体の妥当性を確認した。

区分
解析用
透水係数
(cm/s)

設定方法
【参考】
試験結果
(cm/s)

構造物，
改良地盤 1×10-5

『管理型廃棄物埋立護岸 設計・施工・管理     (改訂版)※』
に基づき，不透水性地層相当（難透水層）として設定した。不透
水材料   透水係数 １×10-5cm/s以下であり，適切 厚  
持    不透水性地層 同等以上 遮水 効力 発揮     
れていることから，構造物 透水係数 不透水性地層   。

－

CH級 5×10-5 建設時工認の岩盤の透水係数は頁岩・凝灰岩（上層部）及び
（下層部）の２種類を設定していたが，今回，３次元浸透流解
析 行  当  ，解析 精度向上 目的   ，敷地の岩級に合
わせて透水係数を設定する。

4.5×10-5

CM級 6×10-4 5.6×10-4

CL級 1×10-3 1.0×10-3

D級 2×10-3

D級岩盤の大部分は地表付近に分布する強風化した土砂状の岩
盤であり，  粒度特性 踏  ，クレーガーの方法により2.8×10-
4cm/s (≒3×10-4cm/s)を設定していた。しかし，D級岩盤は割
 目 発達  岩盤 風化 進行  岩盤 大別    ，粒度
試験１２試料   割 目 発達  黒色頁岩 １試料   
あったため，その特性を透水係数に反映できていないと考える。黒色
頁岩 粒度試験結果  設定  透水係数   ，揚水量 低減
する傾向が認められることから，地下水位が高く算定されると判断し，
割れ目が発達したD級岩盤の影響を考慮した透水係数2×10-
3cm/sを採用する。

1.75×10-3

砂礫層 4×10-3
建設時工認では設定されていなかったが，今回，３次元浸透流解
析 行  当  ，解析 精度向上 目的   現場透水試験を
実施し，透水係数を設定した。

3.6×10-3

埋戻土
（掘削ズリ） 2×10-1

建設時工認の埋戻し土の透水係数は，工学的な観点から岩盤の
透水係数より１オーダー大きな値とすることで地下水位を保守的に
評価することに重点を置き，現場透水試験によらず透水係数を設
定していた。今回，３次元浸透流解析 行  当  ，解析の精
度向上 目的   現場透水試験を実施し，透水係数を設定した。

1.7×10-1

添付３-４表 地下水位の設定に係る透水係数添付３-３表 建設時工認の透水係数
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※ H20.8（財）港湾空間高度化環境研究センター

材質 透水係数
(cm/s)

護岸・止水壁 1.0×10-8

頁岩・凝灰岩（下層部） 2.0×10-4

頁岩・凝灰岩（上層部） 5.0×10-4

埋戻し土 5.0×10-3


